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報みなみたね
鉄砲伝来と

宇宙へはばたくまち

第 62回町民大運動会が
開催されました！

町営陸上競技場（10月 7日）



農業!元気が出る
　

平
成
31
年
１
月
よ
り
、
品
目
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に
よ
る

収
量
減
少
だ
け
で
な
く
価
格
低
下
な

ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん
す

る
収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

に
な
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
５
年

以
上
の
申
告
実
績
、
特
例
と
し
て
１

年
分
あ
れ
ば
加
入
が
で
き
ま
す
。

　

農
業
者
自
ら
が
生
産
し
て
い
る
農

産
物
の
販
売
収
入
全
体
に
な
り
ま
す
。

所
得
で
は
な
く
、
収
入
を
対
象
と
し

ま
す
。
加
工
品
は
販
売
収
入
に
含
め

ま
せ
ん
が
、
所
得
税
法
上
農
業
所
得

と
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
も
の
（
精

米
・
も
ち
・
荒
茶
・
畳
表
・
牛
乳
な
ど
）

は
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
ご
と
の
過
去
５
年
間
の
平

均
収
入
を
基
本
と
し
て
、
保
険
期
間

の
営
農
計
画
を
考
慮
し
、
基
準
収
入

を
決
め
ま
す
。
そ
の
基
準
収
入
に
対

し
て
、
最
高
９
割
を
補
て
ん
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
掛
け
捨
て

と
な
る
「
保
険
方
式
」
と
積
み
立
て

と
な
る
「
積
立
方
式
」
を
組
み
合
わ

せ
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

掛
け
捨
て
の
「
保
険
方
式
」
は
、

50
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
、
掛
金
率

１
・
08
％
。
積
み
立
て
と
な
る
「
積

立
方
式
」
の
積
立
金
に
は
75
％
の
国

庫
補
助
が
あ
り
、
自
分
の
お
金
な
の

で
補
て
ん
に
使
わ
れ
な
け
れ
ば
翌
年

に
持
ち
越
さ
れ
ま
す
。

　

共
済
制
度
や
ナ
ラ
シ
対
策
な
ど
の

類
似
制
度
と
は
、
重
複
し
て
の
加
入

は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
を
選
ん

で
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
現
在
さ
と
う
き
び
共
済
に
加

入
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
、
収
入
保

険
に
移
行
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

12
月
末
で
さ
と
う
き
び
共
済
の
掛
金

を
全
額
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
肉
用

牛
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
キ
ン
な
ど
の

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
入
保
険

対
象
外
で
す
。

収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て

対
象
者
は
？

対
象
と
な
る
収
入
・
品
目
は
？

補
償
の
内
容
は
？

保
険
料
は
い
く
ら
？

他
の
制
度
と
の
関
係
は
？

農業者ごとの
過去５年間の収入

過去５年間の
平均収入を基本

（注）5 年以上の青色申告
実績がある者が、補償限度
9 割（保険方式 + 積立方式）

を選択した場合

収
入
減
少

積立金

自己責任部分

保険金

支払率（9 割）

……100％

………90％

………80％

基準収入

当年収入

〈補てん金額〉

収入減少の程度
（当年収入）

補てんの合計

保険金 積立金

30%(700 万円 ) 180 万円 90 万円 90 万円

50%(500 万円 ) 360 万円 270 万円 90 万円

100%( 0 万円 ) 810 万円 720 万円 90 万円

加
入
者
負
担
金
と
補
て
ん
金
の
試
算
例

○
基
準
収
入
１
千
万
円
の
農
業
者
が

最
高
補
償
限
度
（
保
険
方
式
８
割

＋
積
立
方
式
１
割
）、
支
払
率
９
割

を
選
択
し
た
場
合

◆
加
入
者
の
負
担
金

　

保
険
料･･･

７
万
２
千
円

　

積
立
金･･･

22
万
５
千
円
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【元気が出る農業　問い合わせ先】役場総合農政課　農業振興係　☎㉖１１１１（内線３１１）

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
加
入
申
請
受
付
は
平
成
30
年

10
月
か
ら
11
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
法
人
の
場
合
は
、
事
業
年
度
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

収
入
保
険
制
度
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
希
望
さ
れ
る
方
、
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
な
ど
、
遠
慮
な
く
共

済
組
合
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
個
別

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
毛
農
業
共
済
組
合
総
務
課

　

☎
㉗
２
２
７
８

い
つ
か
ら
加
入
で
き
る
の
？

新
規
就
農
者
紹
介
（
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
活
用
）

　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
経

営
開
始
型
（
５
年
以
内
））
と
は
、
次

世
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る
こ
と
を

目
指
す
者
に
対
し
て
、
経
営
開
始
直

後
の
経
営
を
資
金
面
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
業
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
９
月
に
就
農

計
画
が
認
め
ら
れ
、
認
定
新
規
就
農

者
・
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
農
家
と
し
て
、

日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
西
之
地
区
（
小

田
集
落
）
在
住
の
向
江
司
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

就
農
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
進
展

に
よ
り
、
担
い
手
不
足
に
な
る
こ
と

を
想
像
し
た
と
き
、
そ
こ
に
い
ろ
い

ろ
な
可
能
性
を
感
じ
、
農
業
の
盛
ん

な
地
元
南
種
子
で
農
業
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

現
在
の
経
営
面
積
・
作
物
は
？

　

安
納
い
も
85
ア
ー
ル
、
バ
レ
イ
シ
ョ

50
ア
ー
ル
、
サ
ト
イ
モ
10
ア
ー
ル
、

落
花
生
５
ア
ー
ル
の
計
１
５
０
ア
ー

ル
で
す
。

な
ぜ
有
機
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
す
か
？
有
機
栽
培
の
魅
力
は
？

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
盛
ん
な
有
機
栽
培
、

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
食
材
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
、
有
機

栽
培
の
将
来
性
に
期
待
し
て
い
る
こ

と
と
、
有
機
生
産
物
の
希
少
性
が
も

た
ら
す
需
要
率
と
販
売
単
価
に
魅
力

を
感
じ
て
い
ま
す
。

有
機
栽
培
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
？

（
栽
培
技
術
の
取
得
は
ど
の
よ
う
に
？
）

　

化
成
肥
料
、
農
薬
、
除
草
剤
の
使

用
が
で
き
な
い
の
で
、
害
虫
や
病
気
、

雑
草
の
対
応
が･･･

。

　

鹿
児
島
の
有
機
野
菜
を
専
門
で
取

り
扱
っ
て
い
る
会
社
で
、
数
年
ほ
ど
、

雑
草
対
策
や
病
害
虫
対
応
に
つ
い
て

経
験
し
学
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

も
情
報
提
供
を
受
け
な
が
ら
日
々
学

習
中
で
す
。

農
業
に
取
り
組
む
う
え
で

困
難
な
こ
と
は
？

　

効
率
よ
く
生
産
を
行
い
規
模
拡
大

を
図
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
機

械
や
施
設
の
導
入
が
必
須
と
な
る
の

で
す
が
、
導
入
方
法
と
タ
イ
ミ
ン
グ

は
か
な
り
困
難
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
（
夢
）
は
？

　

種
子
島
の
気
候
に
適
し
た
作
物
の

選
定
を
日
々
研
究
し
て
い
る
最
中
で
、

ま
ず
は
年
間
を
通
し
て
作
物
を
栽
培

し
出
荷
で
き
る
品
目
の
選
定
と
栽
培

体
制
の
構
築
が
目
標
で
す
。

向江司さん（西之小田集落）
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10
月
７
日
（
日
）、
第
62
回
町
民

大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
25
号
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
当
日
は
快
晴
と
な
り
絶
好

の
運
動
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
代
表
選
手
に
よ
る
、
白
熱

し
た
競
技
で
盛
り
上
が
っ
た
今
大
会

は
大
き
な
事
故
な
ど
も
無
く
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
様
を
は
じ
め
、
応
援
に

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
町
民
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
62
回
町
民
大
運
動
会

大会新記録

中学生以上男女 1500 ｍ走
髙田 蒼太選手（西之）【4 分 16 秒 6】

大会前日に行われた宇宙留学生人材ネットワーク
会議にご参加いただいた宇宙留学生 OB・OG の皆さん

大会結果
Ａパート

優　勝　島間地区　　372 点
第２位　上中西地区　361 点
第３位　西之地区　　341 点

Ｂパート
優　勝　茎永地区　　246 点
第２位　長谷地区　　237 点
第３位　下中地区　　192 点

躍進賞　上中西地区　51 点増

広報みなみたね　2018 年 11 月号　04
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七色観望台（西之）から望むＨ－ⅡＢロケット７号機
写真提供：T.Kawano

Ｈ－ⅡＢロケット７号機打ち上げ成功！祝
　

９
月
23
日
（
日
）、
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ
う

の
と
り
」
７
号
機
を
搭
載
し

た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
７
号

機
が
、
午
前
２
時
52
分
27
秒

に
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
通
り
に

飛
行
し
、
打
ち
上
げ
か
ら
約

14
分
59
秒
後
に
「
こ
う
の
と

り
」
を
正
常
に
分
離
し
成
功

し
ま
し
た
。

　

町
指
定
打
ち
上
げ
見
学
場

４
カ
所
で
は
約
１
５
０
０
人

の
見
学
者
が
訪
れ
、
打
ち
上

げ
の
成
功
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

７
０
０
人
を
超
す
見
学
者

が
訪
れ
た
長
谷
公
園
で
は
、

打
ち
上
げ
の
瞬
間
の
閃
光
と

ご
う
音
に
見
学
者
の
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ロ

ケ
ッ
ト
は
勢
い
よ
く
空
へ
打

ち
上
が
り
、
天
候
も
良
か
っ

た
た
め
、
補
助
ロ
ケ
ッ
ト
分

離
の
様
子
も
肉
眼
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第１回ロケットロード写真コンテスト結果

い
ち
ば
ん
遠
か
っ
た
賞

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

イ
ン
ス
タ
映
え
賞

（長崎県諫早市白木峰高原）
@shinnosuke0113 さん @wkenshi さん

（南九州市頴娃町石垣海岸）@kaz_t.tanegashima さん
（中種子町中山海岸）
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行政トピックス

５
年
男
子

100 ｍ走 山本　泰世 （中平小） 15 秒 7

走り幅跳び 山本　泰世 （中平小） 3m49㎝

走り高跳び 浦邊　健斗 （中平小） 1m13㎝

1000 ｍ走 大脇　明爽 （中平小） 3 分 37 秒 27

4 × 100 ｍリレー 中平小学校 1 分 08 秒 6

５
年
女
子

100 ｍ走 木田　華稟 （中平小） 15 秒 4

走り幅跳び 橘　和瑚 （中平小） 3m49㎝

走り高跳び 松岡　永久 （大川小） 1m13㎝

800 ｍ走 小脇　ひより （中平小） 3 分 12 秒 58

4 × 100 ｍリレー 中平小学校 1 分 04 秒 4

６
年
男
子

100 ｍ走 広浜　颯真 （中平小） 15 秒 3

走り幅跳び 濱田　悠 （中平小） 3m65㎝

走り高跳び 風間　竜乃介 （平山小） 1m15㎝

60 ｍハードル走 広浜　颯真 （中平小） 12 秒 1

1000 ｍ走 塚田　虎翼 （中平小） （大会新）3 分 17 秒 86

4 × 100 ｍリレー 中平小学校 1 分 09 秒 3

６
年
女
子

100 ｍ走 原　茉花 （茎南小） 16 秒 4

走り幅跳び 松村　心 （島間小） 3m48㎝

走り高跳び 日髙　すず （西野小） 1m10㎝

60 ｍハードル走 髙橋　心菜 （中平小） 12 秒 7

800 ｍ走 髙橋　心菜 （中平小） 3 分 04 秒 78

4 × 100 ｍリレー 中平小学校 1 分 08 秒 6

5・6 年混合 4 × 100 ｍリレー 島間小学校 1 分 06 秒 6

　

10
月
10
日
（
水
）、
町
小
学
校
陸

上
記
録
会
が
町
営
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
５
・
６
年
生
が
参

加
し
精
一
杯
競
技
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
１
位
の
み
掲
載
。敬
称
略
）

町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

町
で
は
次
の
職
種
に
つ
い
て
、
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
職
種

①
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
業
務

　
（
受
付
・
案
内
等
）　　
　
　

１
名

②
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）
１
名

◆
契
約
期
間

　

平
成
31
年
１
月
４
日
か
ら

　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

◆
受
験
資
格

○
年
齢

①
昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者

②
昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者

○
資
格

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

・
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者

（
②
の
み
）

○
国
籍

日
本
国
籍
を
有
す
る
者

○
採
用
後
の
住
所
要
件

南
種
子
町
に
居
住
す
る
こ
と

◆
勤
務
場
所

①
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

②
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
内
）

◆
試
験
の
日
時

　

平
成
30
年
11
月
20
日
（
火
）

　

午
前
９
時
か
ら

◆
試
験
の
会
場

　

南
種
子
町
役
場
（
研
修
セ
ン
タ
ー
）

◆
試
験
科
目

　

・
作
文
試
験　

・
面
接
試
験

◆
受
験
申
込
手
続

○
受
験
申
込
書

　

役
場
総
務
課
行
政
係
で
交
付
し
ま
す

○
受
験
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

　

・
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
貼
付
）

　

・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

　

・
看
護
師
免
許
証
の
写
し
（
②
の
み
）

◆
受
付
期
間

　

11
月
２
日
（
金
）
～
11
月
14
日
（
水
）

　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◆
受
験
申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

行
政
係

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
４
）

町
契
約
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て
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行政トピックス

　

今
年
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
っ
て
活
動
資
金
の
調
達
に

成
功
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
種
子
島

に
滞
在
し
、「
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
公

認
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
作
品
制

作
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

　

来
島
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
渡
辺
望
さ
ん
に
よ

る
作
品
。
小
さ
な
木
箱
の
中
に
輝
く

ひ
と
粒
の
星
。
そ
の
星
の
箱
を
地
元

の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
し
た
り
、
島
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
（
お
店
や
ご
家
庭

な
ど
）
に
置
い
て
も
ら
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
箱
が
あ
る
場
所
を
種
子
島

の
地
図
に
印
し
て
い
き
種
子
島
の
星

空
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

　

宇
宙
の
星
々
と
、
ま
た
世
界
に
点

在
す
る
同
じ
星
を
持
つ
人
々
と
つ
な

が
る
特
別
な
思
い
を
体
験
し
ま
す
。

　

渡
辺
さ
ん
は
、
10
月
中
旬
～
11
月
上

旬
ま
で
南
種
子
町
に
滞
在
予
定
。
作
品

は
、
宇
宙
芸
術
祭
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

渡
辺
望
（
わ
た
な
べ
・
の
ぞ
み
）

　

２
０
０
９
年
多
摩
美
術
大
学
大
学

院
、
２
０
１
６
年
Ｕ
Ｃ
Ａ
芸
術
大
学

（
英
国
）
に
て
修
士
号
を
取
得
。
周
囲

の
環
境
や
そ
こ
に
残
さ
れ
た
微
か
な

痕
跡
を
手
掛
か
り
に
壮
大
な
宇
宙
を

連
想
さ
せ
る
作
品
を
多
数
発
表
す
る
。

　

国
内
外
の
展
覧
会
、
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
に
加
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
地
域
の
人
々
と
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

　
「
思
考
の
旅
に
出
よ
う
！
」
バ
ス
を

見
失
っ
た
バ
ス
ガ
イ
ド
に
扮
し
て
、

日
本
津
々
浦
々
の
観
光
地
を
さ
ま
よ

い
歩
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
。

　

今
回
は
、
２
１
０
０
年
に
は
当
た

り
前
の
存
在
の
宇
宙
バ
ス
ガ
イ
ド
に

な
る
設
定
。
宇
宙
と
地
球
と
の
橋
渡

し
の
島
・
種
子
島
で
バ
ス
を
探
す
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

　

宇
宙
旅
行
は
人
類
の
夢
で
あ
り
、

既
に
手
の
届
く
現
実
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
宇
宙
旅
行
は
、
地
球
の
常

識
を
捨
て
去
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
常
識
を
捨
て
て
「
ト
ミ
モ
ト
ラ

ベ
ル
」
の
思
考
の
旅
の
世
界
へ
と
足

を
踏
み
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

10
月
27
日
（
土
）
～
11
月
４
日
（
日
）

ま
で
種
子
島
の
各
地
に
出
没
予
定
。

見
掛
け
た
ら
、
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
ね
！

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
・
ツ
イ
ッ
タ
ー

@
TO

M
IM

O
TRAVEL

】

ト
ミ
モ
ト
ラ
ベ
ル

　

２
０
０
８
年
よ
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ト
ミ
モ
と
あ
き
な
が
「
ト
ミ
モ
ト

ラ
ベ
ル
」
と
い
う
作
家
名
で
展
開
。

　

ト
ミ
モ
と
あ
き
な
は
、KM

oPA

等

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ン
ア
ー

ト
フ
ォ
ト
を
中
心
に
複
数
の
メ
デ
ィ

ア
を
用
い
「
出
会
い
」
と
「
記
憶
」

を
テ
ー
マ
に
作
品
展
開
し
て
い
る
。

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
だ
よ
り

地
上
の
星
が
お
り
な
す

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「N
om

adic Stars Project

」

「
私
の
バ
ス
は
ど
こ
で
す
か
？
」

宇
宙
バ
ス
ガ
イ
ド
編

お
知
ら
せ

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
イ
ベ
ン
ト
「
星

の
洞
窟
」
を
開
催
し
ま
す
！

　

詳
細
は
本
紙
の
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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議 会
国
土
交
通
大
臣
杯
第
11
回
全
国
離
島

交
流
中
学
生
野
球
大
会
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
大
臣
杯
第
11
回
全
国
離

島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
は
、
プ
ロ
野

球
元
ロ
ッ
テ
の
村
田
兆
治
氏
が
提
唱

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
８
年
ぶ
り

２
度
目
の
種
子
島
開
催
と
な
っ
た
。

　

８
月
７
日
（
火
）
か
ら
、
８
月
11

日
（
土
）
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
過

去
最
多
タ
イ
の
23
自
治
体
が
参
加

し
、
監
督
や
選
手
、
関
係
者
を
含
め

８
０
０
人
余
り
が
集
っ
て
、
熱
戦
を

展
開
し
、
新
潟
県
佐
渡
市
「
佐
渡
市

中
学
生
野
球
チ
ー
ム
」
が
見
事
初
優

勝
し
た
。

　

南
種
子
中
学
校
は
、
残
念
な
が
ら

優
勝
し
た
佐
渡
市
中
学
生
チ
ー
ム
に

敗
退
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
試
合
を

展
開
し
、
選
手
お
よ
び
応
援
者
に
感

動
を
与
え
て
く
れ
た
。

　

年
ご
と
に
参
加
者
も
増
え
、
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
と
も
大
会
参

加
に
当
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
、
支

援
体
制
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
、
交
流
人
口
の
拡
大
や

本
町
地
域
振
興
に
繋
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

平
成
30
年
産
早
期
水
稲
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
産
早
期
水
稲
に
つ
い
て

は
、
栽
培
面
積
３
０
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
水
田
の
約
41
％
に
作
付
け
さ
れ

て
い
る
。

　

植
え
付
け
は
平
年
並
み
で
、
生
育

は
、
４
月
上
旬
以
降
の
気
温
が
平
年

を
上
回
っ
て
経
過
し
た
こ
と
か
ら
や

や
早
く
な
り
、
出
穂
も
平
年
に
比
べ

５
日
ほ
ど
早
く
進
ん
だ
。

　

結
果
と
し
て
は
、
熊
毛
・
大
島
地

区
の
作
況
指
数
は
１
０
２
の
「
平
年

並
み
」
で
、10
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
は
、

４
２
７
㎏
と
な
っ
た
。

　

収
穫
開
始
は
、
平
年
よ
り
５
日
ほ

ど
早
い
７
月
９
日
か
ら
始
ま
り
、
収

量
は
平
年
並
み
で
、
米
の
検
査
結
果

で
は
、
１
等
米
比
率
が
27
・
９
％
と

な
り
品
質
は
低
い
結
果
と
な
っ
た
。

そ
の
要
因
は
、
登
熟
期
に
日
照
不
足

の
影
響
で
不
稔
や
コ
メ
の
透
明
感
が

少
な
い
こ
と
に
よ
る
充
実
度
不
足
で

あ
っ
た
。

　

水
田
農
家
に
と
っ
て
は
、
米
価
の

低
迷
と
品
質
低
下
に
よ
り
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

畜
産
振
興
に
つ
い
て

　

地
区
畜
産
共
進
会
和
牛
の
部
が
、

９
月
５
日
に
種
子
島
中
央
家
畜
市
場

で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
18
頭
が
出

品
さ
れ
た
。

　

本
町
の
成
績
は
、
最
優
秀
賞
に
第

２
部
、
第
３
部
で
入
賞
し
た
が
、
９

月
30
日
に
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
開

催
さ
れ
る
県
畜
産
共
進
会
に
は
、
残

念
な
が
ら
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

熊
毛
地
区
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
、
第
２
部
、
屋
久
島
町
の

西
橋
優
樹
さ
ん
出
品
牛
が
受
賞
し
た
。

　

県
共
進
会
に
出
品
さ
れ
る
４
頭
と

各
部
の
最
優
秀
賞
の
１
席
、
２
席
に

選
ば
れ
た
牛
の
中
に
、
南
種
子
町
で

生
ま
れ
た
牛
が
３
頭
も
含
ま
れ
て
お

り
、
本
町
の
改
良
技
術
・
育
種
化
、

質
の
高
さ
が
証
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
も
畜
産
農
家
が
毎
日
丹
精
込
め

て
育
て
た
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
部
は
、
熊
毛
地

区
共
進
会
が
10
月
12
日
に
、
県
共
進

会
が
11
月
１
日
に
姶
良
中
央
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

平
成
29
年
度
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
で
鹿
児
島
県
が
日
本
一
に
輝
き
、

次
回
２
０
２
２
年
は
鹿
児
島
県
で
開

催
さ
れ
る
。

　

鹿
児
島
大
会
の
機
運
を
高
め
、
黒

毛
和
牛
の
実
力
を
広
く
県
民
に
知
っ

て
も
ら
い
、
地
産
地
消
推
進
の
一
環

と
し
て
、
鹿
児
島
県
町
村
会
よ
り

１
０
０
万
円
の
助
成
金
が
交
付
さ
れ
、

南
種
子
町
で
生
ま
れ
、
指
宿
市
の
肥

育
農
家
で
育
っ
た
黒
毛
和
牛
最
高
ラ

ン
ク
の
肉
を
次
の
と
お
り
試
食
す
る

計
画
で
あ
る
。

平
成
30
年
第
３
回　

町
議
会
定
例
会

　

平
成
30
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
が
９
月
12
日
（
水
）
か
ら
21
日
（
金
）
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
行
政
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
他
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

行

政

報

告
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ま
ず
、
小
学
校
、
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
最
高
ラ
ン
ク

の
地
元
産
牛
肉
と
通
常
ラ
ン
ク
の
牛

肉
を
食
べ
比
べ
る
給
食
に
40
万
円
分
、

60
万
円
分
は
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ

る
ふ
る
さ
と
祭
で
、
町
和
牛
部
会
の

方
々
の
協
力
支
援
を
い
た
だ
き
、
町

民
の
方
に
最
高
ラ
ン
ク
の
和
牛
肉
を

食
べ
て
も
ら
い
、
地
産
地
消
の
振
興

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

本
町
に
は
、
肥
育
農
家
が
い
な
い

た
め
子
牛
生
産
農
家
が
１
０
０
％
で

あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
返

礼
品
と
し
て
、
本
町
で
生
ま
れ
た
牛

の
肉
を
返
礼
品
と
し
て
い
る
が
、
指

宿
市
で
肥
育
を
行
っ
て
い
る
畠
久
保

牧
場
を
経
営
し
て
い
る
上
久
保
操
社

長
が
、
本
町
の
子
牛
を
毎
回
セ
リ
市

で
多
数
購
入
し
て
お
り
、
社
長
の
ご

息
女
が
鹿
児
島
市
で
経
営
す
る
株
式

会
社
ミ
ー
ト
ユ
ー
で
加
工
さ
れ
返
礼

品
と
し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
回
の
南
種
子
生
ま
れ
の
牛
肉
試

食
に
つ
い
て
も
、
上
久
保
社
長
の
全

面
的
な
支
援
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

南
種
子
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定

　

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定

を
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定

　

地
域
再
生
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
規
定
を
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件

に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
制
定

　

福
祉
事
務
所
の
設
置
に
伴
い
、
条

例
制
定
す
る
も
の
。

南
種
子
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

　

地
域
支
援
事
業
の
任
意
事
業
の
事

業
範
囲
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
規
定
を
改
正
す
る
も
の
。

平
成
30
～
31
年
度
西
野
小
校
舎
建
設

工
事
の
契
約
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　

２
億
５
３
２
８
万
７
千
円
を
追
加

し
、
総
額
60
億
３
７
６
１
万
１
千
円

と
す
る
も
の
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

　

個
人
町
民
税
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
な
ど

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
業
務
手
数
料
、

中
南
衛
生
管
理
組
合
負
担
金
、
福
祉

事
務
所
設
置
に
伴
う
関
連
費
用
な
ど

平
成
30
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

療
養
給
付
費
等
交
付
金
償
還
金
が

主
な
も
の
で
、
１
９
９
１
万
１
千
円

を
追
加
し
、
８
億
６
４
９
３
万
９
千

円
と
す
る
も
の
。

平
成
30
年
度
南
種
子
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

老
朽
管
取
替
工
事
が
主
な
も

の
で
、
59
万
４
千
円
を
追
加
し
、

４
億
４
９
３
５
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
30
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
主

な
も
の
で
、
２
５
２
８
万
８
千
円
を

追
加
し
、
７
億
１
２
９
万
８
千
円
と

す
る
も
の
。

平
成
30
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

高
齢
者
元
気
づ
く
り
事
業
業
務
委

託
が
主
な
も
の
で
、
１
１
８
万
７
千

円
を
追
加
し
、
９
０
４
６
万
２
千
円

と
す
る
も
の
。

事

件

案

件

条

例

案

件

予

算

案

件
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Photo Topics
安
全
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

西
野
小
校
舎
建
設
工
事
起
工
式

風
に
も
負
け
ず
頑
張
り
ま
し
た

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
運
動
会

　

平
成
30
～
31
年
度
に
か
け
て
行
わ

れ
る
西
野
小
学
校
校
舎
建
設
工
事
の

起
工
式
が
、
関
係
者
出
席
の
も
と
９

月
25
日
（
火
）
に
西
野
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
西
野
小
学
校
校
舎
は
、
耐

力
度
調
査
に
よ
り
危
険
建
物
で
あ
る

診
断
を
受
け
た
こ
と
か
ら
改
築
を
行

う
も
の
で
、
木
造
一
部
Ｒ
Ｃ
造
の
平

屋
建
て
で
、
町
内
４
業
者
に
よ
り
施

工
さ
れ
、
平
成
31
年
７
月
末
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
６
日
（
土
）、
あ
お
ぞ
ら
保
育

園
運
動
会
が
保
育
園
横
の
あ
お
ぞ
ら

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
保
護
者
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん

が
来
場
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
快
晴
と
な
っ
た
も
の

の
台
風
25
号
の
影
響
で
強
風
が
吹
く

中
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
は
こ
れ
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
た
め
、

風
に
も
負
け
ず
元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張

り
ま
し
た
。

地
元
選
手
も
健
闘

プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

　

９
月
27
日
（
木
）
～
29
日
（
土
）

に
、
Ｊ
Ｐ
Ｓ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
サ
ー

フ
ィ
ン
ツ
ア
ー
の
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド

第
６
戦
が
、
西
之
表
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
プ
ロ
選

手
が
多
く
参
加
す
る
こ
の
大
会
に
、

多
く
の
島
民
の
皆
様
も
観
戦
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
髙
田
健
剛
選
手

（
上
中
）
や
山
田
祐
太
朗
選
手
（
平

山
）
も
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

髙田健剛 選手

地
域
安
全
活
動
が
評
価
さ
れ

県
防
犯
功
労
者
表
彰

　

10
月
２
日
（
火
）、
鹿
児
島
県
庁
に

お
い
て
平
成
30
年
全
国
地
域
安
全
運

動
鹿
児
島
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
種

子
島
地
区
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
の
浮

田
浩
一
さ
ん
（
島
間
）
が
、
県
防
犯

功
労
者
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
犯
罪
の
な
い
住
み
や

す
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
地
域
安
全

活
動
に
つ
い
て
、
長
年
の
活
動
が
評

価
さ
れ
て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

浮
田
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今回受賞されたの浮田浩一さん（写真左から２番目）
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宇宙のまち話題

宇
宙
の
ま
ち
お
こ
し
サ
ミ
ッ
ト

茎
永
地
区
で
独
居
老
人
へ

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と

宇
宙
留
学
生
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

防
災
グ
ッ
ズ
贈
呈

中
央
認
定
こ
ど
も
園
運
動
会

南
種
子
町
産
牛
の

お
か
え
り
和
牛
ス
テ
ー
キ
給
食

　

10
月
６
日
（
土
）、
町
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
宇
宙
留
学
生
人
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
全

国
か
ら
宇
宙
留
学
生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
21

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宇
宙
留
学
生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
持
続
的

な
交
流
を
図
る
こ
と
や
、
本
町
へ
の

ま
ち
づ
く
り
提
言
な
ど
を
い
た
だ
く

こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

今
回
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
（
土
）、
台
風
の
影
響
で

延
期
さ
れ
て
い
た
中
央
認
定
こ
ど
も

園
の
秋
季
大
運
動
会
が
、
町
営
陸
上

競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
っ
た
こ

の
日
は
、
保
護
者
を
は
じ
め
多
く
の

皆
様
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
練
習

の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
か
け
っ
こ

や
お
ゆ
う
ぎ
に
精
一
杯
頑
張
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

非
常
時
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、

茎
永
地
区
地
域
支
え
合
い
推
進
協
議

会
が
、
町
の
助
成
金
を
活
用
し
て
防

災
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
茎
永
地
区
に
住
む
独
居

老
人
の
皆
様
22
人
を
対
象
に
贈
呈
す

る
も
の
で
、
10
月
11
日
（
木
）
に
茎

永
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
贈
呈
式
が

あ
り
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
説
明
も
行
い
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
、
非
常
時
の
行
動
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

で
日
本
一
に
輝
い
た
鹿
児
島
県
産
和

牛
を
広
く
県
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
県
町
村
会
助
成
に
よ

る
「
お
か
え
り
和
牛
ス
テ
ー
キ
」
学

校
給
食
が
、
10
月
16
日
（
火
）
に
町

内
各
小
中
学
校
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
平
小
学
校
で
は
関
係
者
を
交
え

た
試
食
会
が
行
わ
れ
、
本
町
で
生
ま

れ
指
宿
市
で
肥
育
さ
れ
た
Ａ
５
ラ
ン

ク
の
牛
肉
が
提
供
さ
れ
、
最
上
級
肉

の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。



南種子町教育委員会

誇
り
と
夢
を
胸
に
　
創
立
記
念
合
同
運
動
会

（
茎
南
小
学
校
）

老
盛
会
と
の
交
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
花
峰
小
学
校
）

笑
顔
い
っ
ぱ
い
秋
季
大
運
動
会（

中
平
小
学
校
）
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小
学
校
・
島
間
地
区
合
同
「
熱
い
運
動
会
」（

島
間
小
学
校
）

今
年
も
伝
統
を
引
き
継
ぐ
平
山
っ
子
　

（
平
山
小
学
校
）

記
憶
に
残
る
「
南
中
第
25
回
体
育
祭
」
！
　

（
南
種
子
中
学
校
）
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Information
　

平
成
30
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
日
に
出
席
で

き
な
い
方
は
、
別
日
の
説
明

会
に
も
出
席
で
き
ま
す
。

◆
日
時
お
よ
び
場
所

○
11
月
21
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
４
時
ま
で

　

中
種
子
町
中
央
公
民
館

○
11
月
22
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
４
時
ま
で

　

西
之
表
市
民
会
館

◆
必
要
書
類

○
平
成
30
年
分
年
末
調
整
の

し
か
た

○
平
成
30
年
分
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調

書
の
作
成
と
提
出
の
手
引

き
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎
㉒

０
４
４
０

　

税
務
署
へ
ご
提
出
い
た
だ

く
書
類
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の

記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と
も

に
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
種
子
島
税
務
署
☎
㉒

０
４
４
０

　

西
之
表
保
健
所
で
は
脳
卒

中
対
策
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

◆
日
時

11
月
25
日
（
日
）

午
後
１
時
～
４
時
ま
で

（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
～
）

◆
会
場

　

西
之
表
市
民
会
館

◆
内
容

○
講
話

「
鹿
児
島
県
の
現
状
と
脳
卒

中
予
防
対
策
に
つ
い
て
」

○
講
演

①
脳
卒
中
の
基
礎
知
識
（
仮
）

②
脳
卒
中
の
最
新
治
療
に
つ

い
て
（
仮
）

○
そ
の
他

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
リ
ハ
ビ
リ
体
操

問
＝
西
之
表
保
健
所
健
康

増
進
係
☎
㉒
０
０
１
２

　

中
種
子
養
護
学
校
で
は
、

特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
児
童
生
徒
の
授

業
の
様
子
や
校
内
の
施
設
設

備
の
公
開
お
よ
び
研
修
会
を

実
施
し
ま
す
。
※
要
申
込

◆
日
時

11
月
２
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
25
分

◆
内
容

本
校
の
概
要
説
明
、
公
開
授

業
、
公
開
授
業
研
究
会
な
ど

問
・
申
＝
中
種
子
養
護
学

校
☎
㉗
２
８
１
８

　

放
送
大
学
は
来
年
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い

世
代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
様
々
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
は

そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す

る
こ
と
も
で
き
、
卒
業
す
れ

ば
学
士
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業

料
は
１
万
１
千
円
（
入
学
金

は
別
）。
半
年
毎
に
学
ぶ
科

目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う

シ
ス
テ
ム
で
、
半
年
だ
け
在

学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス

と
い
え
る
学
習
セ
ン
タ
ー
・

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
請
求
な
ど
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
出
願
期
間

○
第
１
回

　

平
成
31
年
２
月
28
日
（
木
）

○
第
２
回

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
税
務

関
係
書
類
へ
の
記
載
に

つ
い
て

脳
卒
中
対
策
講
演
会

～
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！

備
え
よ
う
！
脳
卒
中
～

な
か
よ
う
公
開
授
業
と

研
修
会

年
末
調
整
等
説
明
会
に

つ
い
て

放
送
大
学
入
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ
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情報のページ 問＝問い合わせ先　申＝申し込み先

社協だより【町社会福祉協議会　☎ 26-1703】

無
料
職
業
紹
介
所
を

開
設
し
ま
し
た

　

町
社
協
で
は
11
月
１
日
よ

り
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
度
か
ら
取
り

組
む
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
と
合
わ
せ
て
、
島
内
で

の
過
疎
や
高
齢
化
で
労
働
力

不
足
に
悩
む
地
元
企
業
の
人

材
確
保
や
生
活
困
窮
者
な
ど

の
就
労
を
支
援
し
ま
す
。

　

無
料
職
業
紹
介
所
は
、
求

人
、
求
職
の
申
し
込
み
を
受

け
、
求
人
者
と
求
職
者
間
の

雇
用
関
係
の
成
立
を
あ
っ
せ

ん
し
ま
す
。
求
人
、
求
職
と

も
に
手
数
料
は
無
料
と
な
り

ま
す
。

　

求
人
は
島
内
全
て
の
職

種
、
求
職
は
島
内
在
住
者
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、

お
電
話
（
☎
㉖
１
７
０
３
）

に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
25
～
27
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
、
敬
老
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

歌
と
踊
り
の
訪
問
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
さ
く
ら

会
」
を
お
招
き
し
、
大
変
楽

し
い
敬
老
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

く
じ
引
き
大
会
や
職
員
の

「
よ
さ
こ
い
」
の
出
し
物
も

あ
り
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
一

日
で
し
た
。

　
「
さ
く
ら
会
」
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
３
月
17
日
（
日
）

問
＝
放
送
大
学
鹿
児
島
学

習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９

（
２
３
９
）
３
８
１
１

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、

選
挙
権
を
有
す
る
県
民
の
中

か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す

（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除

く
。）。
選
定
さ
れ
た
候
補
者

の
方
へ
は
、
11
月
中
こ
ろ
に

「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の

記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は

「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿

へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が

届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る

２
つ
の
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
＝
【
裁
判
員
】
鹿
児
島

地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判

員
係
☎
０
９
９
（
２
２
２
）

７
１
５
７
・【
検
察
審
査
員
】

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務

局
☎
０
９
９
（
８
０
８
）

３
７
１
９

　

１
人
で
も
労
働
者
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
労
働
保

険
（
労
災
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
の

業
務
中
ま
た
は
通
勤
時
の
災

害
に
対
し
、
雇
用
保
険
は
、

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
や

激
甚
災
害
に
よ
り
一
時
的
休

業
や
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
場
合
、
育
児
休
業
や
介
護

休
業
な
ど
に
よ
り
賃
金
が
低

下
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な

給
付
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

事
業
所
向
け
に
は
各
種
助
成

金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
労
働
者
に
つ

い
て
も
「
高
年
齢
被
保
険
者
」

と
し
て
雇
用
保
険
の
適
用
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
事
業
主
の
方
は
、
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　

問
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛

☎
㉒
１
３
１
８

　

鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
「
桜

島
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
鹿

児
島
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
が
10
月
１

日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
地
元
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
て

走
っ
て
、
地
域
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。
お
申
し
込

み
は
お
近
く
の
整
備
工
場
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
交
付
手
数
料

　

８
４
０
０
円

問
＝
県
庁
交
通
政
策
課
☎

０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
５
９

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

平
成
31
年
度
の
「
裁
判

員
候
補
者
」ま
た
は「
検

察
審
査
員
候
補
者
」
に

選
ば
れ
た
皆
様
へ

河
内
温
泉
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
会

鹿
児
島
版
図
柄
入
り
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
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宇宙センターだより【宇宙科学技術館　☎ 26-9244　℻ 26-9245】

　

９
月
23
日
（
日
）
午
前
２
時
52
分

27
秒
（
日
本
標
準
時
）
に
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ

ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
に
よ
り
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」

７
号
機
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
７
）
を
打
ち
上
げ

ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り

に
飛
行
し
、
打
ち
上
げ
か
ら
約
14
分

59
秒
後
に
「
こ
う
の
と
り
」
７
号
機

を
正
常
に
分
離
し
た
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て「
こ
う
の
と
り
」７
号
機
は
、

９
月
27
日
（
木
）
午
後
８
時
36
分
（
日

本
時
間
）
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
に
よ
っ
て
把
持
さ
れ
ま
し
た
。
翌

日
に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
の
結
合
を
完
了
。

Ｉ
Ｓ
Ｓ
運
用
に
欠
か
せ
な
い
物
資
や

超
小
型
衛
星
な
ど
船
外
・
船
内
物
資

が
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
（
日
）、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
特
別
公
開
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の

最
初
の
打
ち
上
げ
か
ら
50
周
年
の
節

目
の
年
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
普
段
は

公
開
し
て
い
な
い
宇
宙
開
発
の
現
場

が
見
学
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
記

念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
実
施
予
定
で
す

の
で
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

フ
ァ
ン
！
フ
ァ
ン
！
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
！
種

子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
21
日（
金
）に
、「
は
や
ぶ
さ
２
」

探
査
機
か
ら
小
型
ロ
ー
バ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｒ
Ｖ
Ａ
‐
Ⅱ
１
（
ミ
ネ
ル
バ
・
ツ
ー
・

ワ
ン
）
を
分
離
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ
‐
Ⅱ
１
は
Ｒ
ｏ

ｖ
ｅ
ｒ
‐
１
Ａ
と
Ｒ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
‐
１

Ｂ
の
２
機
か
ら
な
っ
て
お
り
、
２
機

と
も
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
表
面
に
到

着
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ
‐
Ⅱ
１
は
、
小

惑
星
表
面
に
降
り
た
世
界
初
の
ロ
ー

バ
ー
（
移
動
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
）
で
す
。

ま
た
、
小
惑
星
表
面
で
自
立
的
に
移

動
し
た
こ
と
、
写
真
撮
影
を
し
た
こ

と
も
世
界
初
で
す
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ
‐
Ⅱ
１
は
、「
小

惑
星
表
面
で
移
動
探
査
を
し
た
世
界

初
の
人
工
物
」
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
も
、
２
機
同
時
に
動
作
さ
せ
る
と

い
う
快
挙
と
も
な
り
ま
し
た
。

Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機

打
ち
上
げ
成
功
！

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

特
別
公
開
２
０
１
８
開
催
！

ミ
ネ
ル
バ
Ⅱ
１
が
写
真
撮
影
、

リ
ュ
ウ
グ
ウ
着
地
、
ホ
ッ
プ
に

よ
る
移
動
成
功
！

Ｈ - ⅡＢロケット７号機打ち上げ

ＩＳＳに結合完了！

昨年の特別公開の様子

リ ュ ウ グ ウ 表 面 で 移 動 中
（ホップ中）に撮影された画像 Ｒｏｖｅｒ－ 1 Ａ（奥）とＲｏｖｅｒ－ 1 Ｂ（手前）
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種
子
島
に
や
っ
て
き
て
か
ら
こ
の

11
月
で
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

　

南
種
子
町
は
〝
海
あ
り
・
山
あ
り
・

ロ
ケ
ッ
ト
あ
り
〟
と
本
当
に
撮
影
し

て
い
て
楽
し
い
ス
ポ
ッ
ト
が
豊
富
な

の
で
、
町
内
の
観
光
地
で
も
い
ろ
い

ろ
撮
影
し
て
い
る
観
光
客
の
姿
に
遭

遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
時
代
は
、
誰
で
も
写
真
や
動

画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
投
稿
し
て

全
世
界
に
発
信
で
き
ま
す
か
ら
、
そ

れ
ら
を
見
た
人
が
「
実
際
に
行
っ
て

み
た
い
」
と
思
う
作
品
を
発
信
し
て

も
ら
い
た
い
し
、
自
分
自
身
も
そ
の

よ
う
な
考
え
を
念
頭
に
置
い
て
業
務

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
〝
映

え
る
画
〟
は
観
光
地
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
西
之
の
門
倉
岬
に
続
く
一

本
道
の
通
称
〝
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
〟

（
上
記
写
真
参
照
）。
僕
が
は
じ
め
て

こ
の
光
景
を
見
た
時
は
し
ば
ら
く
見

と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
季
節
に
関

係
な
く
〝
空
・
海
・
道
〟
が
絶
景
を

作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

長
く
住
ん
で
い
る
と
「
何
の
変
哲

も
な
い
風
景
」
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
ス
ポ
ッ
ト
は
町
内
い
た
る
と
こ
ろ

に
あ
り
、〝
島
間
大
橋
に
沈
む
夕
陽
〟

な
ど
は
僕
の
よ
う
に
撮
影
セ
ン
ス
が

な
く
て
も
（
笑
）『
美
し
い
ひ
と
コ
マ
』

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
〝
町
内
各
地
・

日
常
の
南
種
子
〟
を
発
信
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

広田遺跡ミュージアムだより【広田遺跡ミュージアム　☎ 24-4811】
　

10
月
８
日
（
月
）
か
ら
３
日
間
、

広
田
遺
跡
の
謎
を
解
き
明
か
す
た
め

に
、
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学
の
シ
ュ
テ

ル
バ
教
授
と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学

の
マ
リ
ア
先
生
が
来
島
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
文
部
科
学
省
の
科

学
研
究
費
を
用
い
た
熊
本
大
学
の
木

下
尚
子
教
授
の
研
究
の
一
環
で
行
う

も
の
で
す
。

　

シ
ュ
テ
ル
バ
教
授
は
、
種
子
島
の

土
器
が
沖
縄
ま
で
運
ば
れ
た
こ
と
を
、

中
性
子
放
射
化
分
析
と
呼
ば
れ
る
化

学
的
な
方
法
で
分
析
す
る
た
め
に
、

広
田
遺
跡
語
り
部
の
会
の
皆
様
と
土

器
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
際
的
な
研
究
で
広
田
遺
跡
の
謎

が
ま
た
一
つ
解
き
明
か
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
８
日
（
月
）
に
茎
南
小
学
校

の
児
童
が
参
加
し
、
宝
満
神
社
の
赤

米
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
長
い
赤
米
の
稲

穂
を
鎌
で
収
穫
し
た
後
、
千
歯
こ
ぎ

や
、
足
踏
み
脱
穀
機
で
、
昔
な
が
ら

の
脱
穀
も
行
い
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学
シ
ュ
テ

ル
バ
教
授
に
よ
る
調
査

～地域おこし協力隊活動報告～

町おこし⑯
南
種
子
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊

　

横
山　

勉

宝
満
神
社
の
赤
米
収
穫
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健康ひろば【公立種子島病院　☎ 26-1230】

年金だより【役場保健福祉課福祉年金係　☎ 26-1111（内線 134・135）】

　

60
歳
未
満
の
方
に
は
、
11

月
初
旬
に
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
、「
国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
」
が
届
き
ま
す
。

　

納
付
し
た
保
険
料
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
受
給
者
の
方

に
は
、
確
定
申
告
に
必
要
な

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
来
年
１
月
初
旬
に
届

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
に
よ
る
年
金

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

年
金
請
求
や
加
入
記
録
確

認
、
将
来
の
受
給
見
込
額
の

試
算
な
ど
、
年
金
に
関
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
で
き

ま
す
。
ま
た
、
年
金
相
談
で

し
か
確
認
で
き
な
い
情
報
も

あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
３
カ
月
に
１
回

し
か
開
催
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
６
日
（
火
）

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
５
時

　

※
予
約
は
福
祉
年
金
係
へ

場
所

　

役
場
研
修
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

大
会
議
室

準
備
す
る
も
の

　

年
金
手
帳
か
証
書
、
印
鑑
、

こ
れ
ま
で
に
届
い
た
通
知

書
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許

証
な
ど
）

年
末
調
整
や
確
定
申
告

等
に
必
要
な
控
除
証
明

書
が
届
き
ま
す

　
　

公
立
種
子
島
病
院

医
師　

小
嶋　

秀
治

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
適
切
な
対
策
を
と

る
た
め
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
資

料
な
ど
の
確
か
な
情
報
源
を
も
と
に
、
今
回

は
症
状
と
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
主
な
症
状
は

　

急
な
発
熱
・
咳
・
頭
痛
・
だ
る
さ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
し

た
人
の
く
し
ゃ
み
や
咳
を
介
し
て
感
染
し
、

症
状
が
出
る
ま
で
は
２
日
間
（
平
均
）
で
す
。

症
状
は
３
日
間
（
平
均
）
続
き
、
特
に
咳
は

１
週
間
以
上
の
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

周
囲
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
可
能
性
が
高
い
で
す
。
く
し
ゃ
み

や
咳
が
出
始
め
た
ら
、
周
囲
へ
感
染
し
に
く

く
す
る
た
め
に
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う

　
（
特
に
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
集
団
）

　

生
後
６
カ
月
以
上
の
人
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
小
学
生
ま

で
は
２
回
、
中
学
生
以
上
は
１
回
接
種
が
基

本
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
重
症
化
の
リ
ス
ク
が

高
い
集
団
は
主
に
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
、
２
～
４
週
間

で
抗
体
が
増
加
し
て
効
果
が
現
れ
、
６
～
８

カ
月
以
上
持
続
し
ま
す
。
発
症
を
半
分
に
減

ら
し
、
特
に
流
行
の
ウ
イ
ル
ス
型
と
一
致
し

た
場
合
に
は
そ
れ
以
上
の
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

個
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
や
学
校

や
職
場
を
含
め
た
地
域
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

次
回
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
と
治

療
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
（
前
編
）

年
金
相
談
の
日

○
６
カ
月
～
６
歳
未
満
、
50
歳
以
上

○
慢
性
の
肺
（
気
管
支
喘
息
や
肺
気
腫
）・

心
臓
（
狭
心
症
）・
腎
臓
（
透
析
）・
肝

臓
（
肝
硬
変
）・
神
経
・
血
液
・
代
謝
性

疾
患
（
糖
尿
病
）
の
患
者

○
妊
婦
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
シ
ー
ズ
ン
の

妊
娠
予
定
者

○
極
度
の
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
40
以
上
）

○
施
設
入
所
者
や
そ
れ
ら
の
人
と
同
居
す

る
人
、
ケ
ア
を
す
る
人
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図書館だより【町立図書館　☎ 26-6690】

地域包括支援センターだより【地域包括支援センター 　☎ 24-1660　☎ 26-2035】

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

★
お
は
な
し
の
時
間

　

11
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
半
～

　
「
お
は
な
し
子
ど
も
会
」
に
よ
る
お

は
な
し
会
で
す
。
幼
児
か
ら
小
学
生

ま
で
が
対
象
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越

し
く
だ
さ
い
！

★　

新
刊
紹
介　

★

　

一
般
書　

●
一
瞬
で
人
生
が
変
わ
る
す
っ
ご
い

呪
文　
　
　
　
　
　
　
（D

aiG
o

）

●
１
日
１
分
！
お
金
も
時
間
も
貯
ま

る
片
づ
け
の
習
慣　
　
（
小
松
易
）

●
い
つ
か
一
人
に
な
る
た
め
の
家
の

持
ち
方
住
ま
い
方　
（
井
形
慶
子
）

●
家
の
寿
命
は
工
務
店
で
９
割
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
山
勇
）

●
友
だ
ち
幻
想　
　
　
　
（
菅
野
仁
）

●
秀
吉
の
活　
　
　
　
（
木
下
昌
輝
）

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス　
（
近
藤
史
恵
）

他　

12
冊

　

い
い
歯
の
日
「
８
０
２
０

運
動
」
は
日
本
歯
科
医
師
会

が
制
定
し
た
記
念
日
で
、
い

つ
ま
で
も
美
味
し
く
楽
し
く

食
事
を
と
る
た
め
に
、
80
歳

に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20

本
以
上
保
つ
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、「
お
口
の
健

康
」
を
目
的
に
口
腔
機
能
向

上
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
て
、
９

月
26
日
（
水
）
に
口
腔
機
能

向
上
の
た
め
の
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

最
近
固
い
も
の
が
食
べ
に

く
い
、
口
が
渇
き
や
す
い
、

水
分
で
む
せ
る
、
口
の
中
の

手
入
れ
方
法
を
知
り
た
い
な

ど
気
に
な
る
方
は
、
各
地
区

地
域
支
え
合
い
推
進
員
、
ま

た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」
で
す

読
書
週
間　

２
０
１
８

　
　
「
ホ
ッ
と
一
息　

本
と
一
息
」

　

10
月
27
日
（
土
）
か
ら
11
月
９
日
（
金
）

の
約
２
週
間
は
、
年
に
一
度
の
「
読
書
週

間
」
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る

と
、
た
っ
た
６
分
読
書
を
す
る
だ
け
で
、
７

割
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
驚
き

の
実
験
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
読
書
で
ス
ト
レ
ス
解
消
し

ま
せ
ん
か
？

　

ぜ
ひ
、
町
立
図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
健
口
教
室

対
象
と
な
る
方

○
南
種
子
町
に
住
む
65
歳

以
上
の
方

日
時
・
場
所

○
11
月
７
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
（
１
時
間
）

　

下
中
地
区
公
民
館

○
12
月
19
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
（
１
時
間
）

　

茎
永
地
区
公
民
館

講
師

　

野
崎
郁
代
歯
科
衛
生
士

内
容

　

口
腔
に
つ
い
て
の
話
、

歯
み
が
き
や
入
れ
歯
の
手

入
れ
方
法
、
飲
み
込
み
の

体
操
な
ど
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わ が 家 の ア イ ド ル

ご家族からひとこと

川
かわわき

脇　望
も か

叶ちゃん
平成 27 年 4 月 5 日生まれ
博隆さん・明日香さんの女の子（島間）

いつも皆を笑わせてくれる望叶です。
これからも、三姉妹仲良く元気に過ごして
ね ^_^

ご家族からひとこと

山
や ま だ

田　晴
は る き

輝くん
平成 27 年 4 月 6 日生まれ
澄広さん・加奈子さんの男の子（上中）

とにかく車！三度の飯より車が大好き！
たくましくやんちゃ盛りの晴輝さん。
これからもお姉ちゃんと仲良く、元気いっ
ぱいで可愛い笑顔をたくさん見せてね！

　

今
年
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
50
周
年
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
南
種
子
町
と
宇
宙
セ

ン
タ
ー
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

～
宇
宙
セ
ン
タ
ー
50
周
年
特
別
編
～

　

昭
和
41
年
に
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

場
と
し
て
種
子
島
が
選
定
さ
れ

る
と
、
大
曲
に
宇
宙
ヶ
丘
公
園

が
つ
く
ら
れ
た
。

　

昭
和
44
年
に
宇
宙
開
発
事
業

団
が
発
足
す
る
と
、
昭
和
35
年

に
町
商
工
会
が
主
催
し
始
ま
っ

た
夏
祭
り
は
、
昭
和
45
年
８
月

に
南
種
子
町
商
工
会
と
上
中
地

区
の
共
催
に
よ
る
「
ロ
ケ
ッ
ト

祭
」
に
名
称
を
か
え
た
。
こ
の

祭
り
の
神
輿
パ
レ
ー
ド
で
は
、

ロ
ケ
ッ
ト
を
模
し
た
神
輿
が
数

多
く
参
加
す
る
。
な
お
、
昭
和

54
年
に
は
振
興
会
を
結
成
し
運

営
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昭
和
61
年
３
月
に
は
、

「
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
第
１
回
大
会
よ

り
、
大
会
名
誉
会
長
に
宇
宙
開

発
事
業
団
の
大
澤
弘
之
理
事
長

が
名
を
連
ね
、
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル

と
す
る
な
ど
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
町

を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
を
冠
し
た
行
事
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業
推
進
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

上
妻　

春
一
郎
（
母
・
木
田
ミ
チ
ヱ
）

小
山　

サ
エ
子
（
夫
・
辰
雄
）

砂
坂　

浩
子　

  （
夫
・
福
丸
）

坂
口　

政
廣　

  （
母
・
ソ
メ
）

石
堂　

大
助　

  （
母
・
ト
ネ
）

野
里　

道
則　

  （
父
・
靜
彦
）

（
氏
名
） 　
　

           （
保
護
者
） 　

   　

    　
（
地
区
）

河か
わ
わ
き𦚰　

光ひ
か
り凜　
　
（
和
也
・
理
恵
）　　

島
間

上か
み
う
ら浦　

琥こ
た
ろ
う

汰
郎　
（
拓
己
・
未
沙
希
）　

上
中

浅あ
さ
だ田　

咲え
み
り凛　
　
（
元
気
・
玲
奈
）　　

西
之

村む
ら
た田　

識し
づ
き月　
　
（
栄
進
・
郁
美
）　　

長
谷

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　9月30日現在
総人口（ 人 ） 5,717（－ 16）

男（ 人 ） 2,837（－ 7）
女（ 人 ） 2,880（－ 9）

世帯数（ 戸 ） 2,979（－ 8）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

９月 0 件 25 件
累 計 5 件 234 件

※累計は今年１月から

日 曜日 行　　事　　名 時　間　・　場　所

2 金 ふるさと祭（展示、舞台発表） 13：00～　農業者トレーニングセンター　他

3 土 ふるさと祭（式典、お祭り広場） 9：00～　福祉センター　他

8 木
ぺんぎんクラブ 10：00～　あおぞら保育園

母子手帳交付 13：30～　研修センター会議室

11 日
戦没者追悼式 9：00～　福祉センター

戦没者追悼奉納相撲大会 10：00～　町営相撲場

13 火 すくすくサロン 10：00～　福祉センター生きがい活動室

17 土
厚生連健診（18日まで） 7：00～　農業者トレーニングセンター

青少年育成の日

18 日 家庭の日

27 火 のびのび赤ちゃん教室 10：00～　福祉センター生きがい活動室

29 木 乳幼児健診 9：30～　福祉センター生きがい活動室

■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　10月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 2（－ 2） 1（＋ 1） 1（－ 3）
中種子町 7（＋ 1） 0（± 0） 8（＋ 1）
西之表市 18（－ 6） 0（± 0）20（－ 8）

計 27（－ 7） 1（＋ 1）29（－ 10）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　

（
9
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　
　
　

（
9
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

3 百合砂診療所 西之表市 28-3901

4 種子島医療センター 西之表市 22-0960

11 公立種子島病院 南種子町 26-1230

18 種子島医療センター 西之表市 22-0960

23 種子島医療センター 西之表市 22-0960

25 種子島医療センター 西之表市 22-0960

12/2 高岡医院 中種子町 27-3100

■公立種子島病院の各科診療日
診 療 科 目 診　　　療　　　日

小 児 外 来 毎週火曜と木曜は午後のみ診療　※ 11/22 休診

眼 　 科 5、6、19、20 日

耳鼻咽喉科 1、15、29 日

整 形 外 科 毎週火曜日

消化器外科 毎月第２・４金曜日（9、22 日）

11 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　
　

   （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

木
田　

ミ
チ
ヱ　
　

91　
　
　

上
中

小
山　

辰
雄　
　
　

89　
　
　

島
間

坂
口　

ソ
メ　
　
　

94　
　
　

平
山

砂
坂　

福
丸　
　
　

90　
　
　

西
之

石
堂　

ト
ネ　
　
　

92　
　
　

茎
永

関
田　

ノ
ブ
子　
　

87　
　
　

下
中

馬
場　

重
俊　
　
　

83　
　
　

茎
永

小
川　

ク
ミ
子　
　

87　
　
　

茎
永

野
里　

靜
彦　
　
　

89　
　
　

西
之

德
永　

キ
ク
ヱ　
　

92　
　
　

西
之

小
𦚰　

三
夫　
　
　

87　
　
　

西
之

砂
坂　

留
則　
　
　

71　
　
　

西
之

ご
結
婚

（
氏
名
）　　

    　

    （
地
区
）

浅
田　

元
気　
　

西
之

古
一　

玲
奈　
　

西
之

『
亥
年
』
生
ま
れ
の

　

皆
様
を
募
集
し
ま
す
！

　

広
報
「
み
な
み
た
ね
」
で
は
、
毎

年
１
月
号
で
年
男
・
年
女
の
方
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
『
亥
（
い
の
し
し
）
年
』。

人
生
の
節
目
に
、
ご
自
身
の
写
真
を

広
報
紙
に
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）
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